
皆様のご参加ご協力
ありがとうございました。
詳しくは２ページを
ご覧ください。

チャレンジデー念願の初勝利
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田子町

人　口	 5,971人
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参加率	 75.1％

佐賀県玄海町
人　口	 6,023人
参加者	 4,180人
参加率	 69.4％

対戦結果
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●
今
月
の
話
題

町
民
一
丸
と
な
り
、
初
勝
利
！

田
子
町
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
１
６

　
５
月
25
日
、
田
子
町
チ
ャ
レ

ン
ジ
デ
ー
２
０
１
６
が
開
催
さ

れ
、
多
く
の
方
々
が
運
動
や
ス

ポ
ー
ツ
に
親
し
み
ま
し
た
。

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
は
、
公
益

財
団
法
人
笹
川
ス
ポ
ー
ツ
財
団

主
催
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
で
、
毎
年
５
月
の
最
終
水
曜

日
に
、
世
界
中
で
開
催
さ
れ
、

田
子
町
は
4
回
目
の
参
加
と
な

り
ま
す
。

　

人
口
規
模
が
近
い
市
町
村
同

士
が
１
日
15
分
以
上
、
運
動
や

ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
人
の
参
加
率

を
競
い
ま
す
。
今
年
は
、
佐
賀

県
玄
海
町
（
初
参
加
）
と
対
戦

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
と
し
て
、
町
長
の
開

始
宣
言
の
あ
と
町
民
一
斉
ラ
ジ

オ
体
操
を
行
い
、
そ
れ
を
皮
切

り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

戸
Ｆ
Ｃ
の
新
井
山
祥
智
選
手
ら

に
よ
る
「
サ
ッ
カ
ー
教
室
」、

パ
ラ
エ
ス
ト
ラ
八
戸
の
西
塚
丈

人
さ
ん
に
よ
る
「
ス
ト
ラ
イ
キ

ン
グ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
」、
ヨ
ガ

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
三
浦
恵
さ

ん
の
「
は
じ
め
て
ヨ
ガ
」
な
ど
、

日
頃
体
験
で
き
な
い
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
自
治
会
で
は
、
ゴ
ミ
拾
い

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
花
植
え
、
環

境
整
備
な
ど
の
地
域
活
動
で
参

加
し
、
ま
た
、
ス
ポ
ネ
ッ
ト
た

っ
こ
に
よ
る
ナ
イ
タ
ー
野
球
大

会
や
ス
ポ
ー
ツ
教
室
な
ど
も
開

催
さ
れ
、
参
加
者
は
さ
わ
や
か

な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

午
後
８
時
の
フ
ァ
イ
ナ
ル
セ

と
し
て
、「
振
分
親
方
と
相
撲

体
操
＆
握
手
会
」
を
元
小
結
高

見
盛
の
振ふ

り
わ
け分
精せ
い
け
ん彦
氏
を
招
い

て
、
相
撲
を
は
じ
め
た
き
っ
か

け
か
ら
、「
気
合
い
入
れ
」
が

生
ま
れ
た
経
緯
な
ど
相
撲
人
生

を
熱
く
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
握
手
会
で
は
、
小
さ
な
力

士
か
ら
の
質
問
に
も
丁
寧
に
答

え
、
参
加
者
全
員
と
握
手
を
交

わ
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
ヴ
ァ
ン
ラ
ー
レ
八

レ
モ
ニ
ー
で
は
、
町
民
一
斉
盆

踊
り
が
行
わ
れ
、
ナ
ニ
ャ
ド
ヤ

ラ
保
存
会
の
太
鼓
と
唄
に
合
わ

せ
、
町
民
の
方
々
が
一
緒
に
輪

を
つ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
を

締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

結
果
、
目
標
の
参
加
率
70
％

を
超
え
る
75
・
１
％
を
記
録
し
、

対
戦
相
手
の
佐
賀
県
玄
海
町
の

69
・
４
％
を
上
回
り
、
念
願
の

初
勝
利
を
お
さ
め
ま
し
た
。

　
５
月
27
日
、
お
互
い
の
健
闘

を
た
た
え
、
田
子
町
と
玄
海
町

の
町
旗
を
役
場
庁
舎
に
掲
揚
し

ま
し
た
。

たっこ王子とリレー（田子保育園）

相撲体操はきつい

根渡地区でのラジオ体操

上郷保育園の子どもたちも参加

ヨガ教室
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●
今
月
の
話
題

　

各
小
・
中
学
校
、
幼
稚
園
で
行
わ
れ
た

運
動
会
は
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
が

勝
利
を
目
指
し
て
全
力
で
駆
け
抜
け
、
最

後
ま
で
あ
き
ら
め
る
こ
と
な
く
ゴ
ー
ル
を

目
指
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
数
々
の
趣
向
を
凝
ら
し
た
競
技

が
行
わ
れ
、
運
動
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

田
子
小
学
校
の
「
負
け
る
な
熊
本
！
～

二
大
ス
タ
ー
の
共
演
～
」（
上
写
真
）
で

は
、
３
年
生
が
く
ま
モ
ン
に
変
身
し
、
た

っ
こ
王
子
と
握
手
、「
負
け
る
な
熊
本
！
」

と
励
ま
し
の
エ
ー
ル
を
送
り
ゴ
ー
ル
を
目

指
し
ま
し
た
。

　

清
水
頭
小
学
校
で
は
、
１
４
０
周
年
を

記
念
し
た
「
１
４
０
Ｍ
走
」
や
「
１
４
０

玉
入
れ
」、
ま
た
地
域
一
丸
と
な
っ
た
玉

運
び
レ
ー
ス
で
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
方
々

と
一
緒
に
競
い
ま
し
た
。

　

上
郷
小
学
校
で
は
「
天
下
分
け
め
の
熊

原
川
の
合
戦
'16
」
や
「
親
子
大
玉
転
が
し
」

な
ど
親
子
で
協
力
し
た
運
動
会
で
し
た
。

　

田
子
中
学
校
で
は
、「
超
越
」
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
の
も
と
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て

勝
利
を
目
指
し
、
戦
い
の
後
に
は
お
互
い

の
健
闘
を
称
え
ま
し
た
。

　

田
子
幼
稚
園
で
は
、
マ
ス
ゲ
ー
ム
や
よ

さ
こ
い
で
、
小
さ
な
体
を
大
き
く
動
か
し

て
表
現
す
る
園
児
た
ち
に
、
保
護
者
ら
は

目
を
細
め
て
い
ま
し
た
。

１
年
生
「
は
じ
め
て
の
!?
お
つ
か
い
」

（
田
子
小
）

玉
運
び
レ
ー
ス

（
清
水
頭
小
）

天
下
分
け
目
の
熊
原
川
の
合
戦
'16

（
上
郷
小
）

１
学
年
恒
例
種
目
「
背
中
渡
り
」

（
田
子
中
）

G
o

・G
o

・
し
ん
か
ん
せ
ん

（
田
子
幼
稚
園
）

ゴール目指して
全力疾走！

～町内各学校で運動会～
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平
成
28
年
７
月
10
日
に
、
参

議
院
議
員
通
常
選
挙
が
執
行
さ

れ
ま
す
。
18
歳
選
挙
権
の
開
始

等
、
公
職
選
挙
法
の
一
部
改
正

に
よ
り
、
従
来
の
選
挙
か
ら
次

の
よ
う
な
変
更
点
が
あ
り
ま

す
。

①
18
歳
選
挙
権
の
開
始

　

田
子
町
に
３
カ
月
以
上
住
所

を
有
し
て
い
る
、
平
成
10
年
７

月
11
日
以
前
の
出
生
者
に
選
挙

権
が
生
じ
ま
す
。
な
お
、
平
成

10
年
６
月
25
日
～
平
成
10
年
７

月
11
日
ま
で
の
出
生
者
は
、
投

票
日
に
よ
っ
て
は
期
日
前
投
票

が
で
き
な
い
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
（
投
票
日
時
点
で
満
18

歳
で
あ
る
必
要
が
あ
る
た
め
）。

②
選
挙
人
名
簿
登
録
要
件

の
変
更
に
つ
い
て

　

従
来
で
は
、
⑴
登
録
基
準
日

時
点
に
お
い
て
田
子
町
に
住
所

が
あ
る
。
⑵
田
子
町
に
３
カ
月

以
上
住
所
を
有
し
て
い
る
。
⑶

満
20
歳
以
上
で
あ
る
。

　

こ
ち
ら
の
要
件
を
満
た
し
た

選
挙
人
が
田
子
町
で
投
票
で
き

ま
し
た
。

　

今
回
か
ら
、
⑴
田
子
町
に
３

カ
月
以
上
住
所
を
有
し
て
い
た

こ
と
が
あ
る
。
⑵
登
録
基
準
日

に
お
い
て
、
転
出
以
後
４
カ
月

を
経
過
し
て
お
ら
ず
、
他
市
町

村
に
も
選
挙
人
と
し
て
登
録
さ

れ
て
い
な
い
。
⑶
満
18
歳
以
上

で
あ
る
。

　

登
録
要
件
が
こ
ち
ら
に
変
更

と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
２
月
22
日
以
後
に

田
子
町
を
転
出
し
た
方
は
、
他

市
町
村
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い

場
合
、
田
子
町
で
登
録
さ
れ
投

票
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

３
カ
月
以
上
の
住
所
要
件
を
満

た
し
て
い
る
方
は
田
子
町
で
登

録
さ
れ
投
票
が
可
能
と
な
り
ま

す
。
今
回
新
た
に
登
録
さ
れ
る

選
挙
人
に
対
し
て
、
入
場
券
は

が
き
と
と
も
に
田
子
町
に
登
録

さ
れ
た
旨
の
文
書
を
送
付
し
ま

す
。

②
期
日
前
投
票
所
の
増
設

　

従
来
の
田
子
町
役
場
に
加

え
、
上
郷
公
民
館
に
期
日
前
投

票
所
を
増
設
し
ま
す
。

▼
場
所　

上
郷
公
民
館
研
修
室

▼
期
間　

７
月
４
日
（
月
）
～

７
月
９
日
（
土
）
午
前
９
時
～

午
後
８
時

※
役
場
の
期
日
前
投
票
所
と
は

開
設
期
間
が
異
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

③
期
日
前
投
票
所
へ
の
移

動
支
援
の
実
施
に
つ
い
て

　

投
票
所
ま
で
の
自
力
に
よ
る

移
動
手
段
が
な
い
選
挙
人
に
対

し
て
、
期
日
前
投
票
所
ま
で
送

迎
の
車
両
を
出
し
ま
す
。
移
動

支
援
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申

請
書
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者　

長
距
離
の
自
立
歩

行
が
難
し
く
、
補
助
の
移
動
手

い
ず
れ
の
市
町
村
に
登
録
さ
れ

て
い
る
か
確
認
す
る
際
は
、
選

挙
管
理
委
員
会
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

③
投
票
所
に
入
る
こ
と
が

で
き
る
子
ど
も
の
範
囲
の

拡
大

　

従
来
で
は
、「
幼
児
そ
の
他

の
選
挙
人
と
と
も
に
投
票
所
に

入
る
こ
と
に
つ
い
て
や
む
を
得

な
い
事
情
が
あ
る
者
」
と
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
今
回
か
ら
「
児

童
、
生
徒
そ
の
他
の
18
歳
未
満

の
者
」
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

田
子
町
に
お
け
る

新
た
な
取
り
組
み

①
新
た
に
登
録
さ
れ
る
選

挙
人
に
対
す
る
周
知

　

公
職
選
挙
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
18
～
19
歳
の
選
挙
人
に

対
し
て
も
選
挙
権
が
発
生
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

田
子
町
か
ら
転
出
済
み
の
方
も

段
を
持
た
な
い
選
挙
人

▼
手
順

　

⑴
移
動
支
援
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
５
月
26
日
配
布
の
「
選

挙
時
移
動
支
援
登
録
希
望
申
請

書
」
に
ご
記
入
の
上
、
田
子
町

選
挙
管
理
委
員
会
へ
ご
提
出
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
電
話
で
の
申

請
も
受
け
付
け
ま
す
。

　

⑵
登
録
後
、
２
年
間
支
援
対

象
と
し
て
有
効
と
な
り
ま
す
。

登
録
者
に
は
、
選
挙
執
行
の
た

び
に
、
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら

移
動
支
援
を
希
望
す
る
か
否
か

確
認
の
連
絡
を
し
ま
す
。

　

⑶
希
望
日
程
に
車
両
を
出
し

ま
す
。
対
象
の
期
日
前
投
票
所

は
田
子
町
役
場
と
上
郷
公
民
館

で
す
。
上
郷
公
民
館
は
期
日
前

投
票
所
開
設
期
間
が
限
ら
れ
る

た
め
、
日
程
に
よ
っ
て
は
役
場

へ
の
送
迎
へ
変
更
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
送
迎
は

ご
自
宅
～
期
日
前
投
票
所
間
の

み
で
す
。
商
業
施
設
や
医
療
施

設
へ
の
乗
降
は
承
り
ま
せ
ん
。

問
田
子
町
選
挙
管
理
委
員
会

　

☎
20
‐
７
１
８
８　

第
24
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
に
係
る
お
知
ら
せ

●
今
月
の
話
題
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町
長
と
町
民
の
対
話
集
会

（
※
写
真
１
）

　
５
月
12
日
の
野
月
生
活
館
を

皮
切
り
に
、
遠
瀬
生
活
館
、
上

野
地
区
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

の
３
会
場
で
対
話
集
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
町
長
と

町
民
の
方
々
が
町
や
地
域
の
こ

と
に
つ
い
て
語
り
合
う
場
と
し

て
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
今

年
度
は
11
回
の
開
催
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

　

今
回
は
３
会
場
合
わ
せ
て
32

名
が
参
加
し
、
地
域
整
備
か
ら

町
の
将
来
の
こ
と
ま
で
話
題
は

深
ま
り
を
見
せ
、
予
定
さ
れ
て

い
た
時
間
内
で
は
収
ま
り
き
ら

な
い
ほ
ど
で
し
た
。
み
な
さ
ん

の
地
域
が
会
場
に
な
っ
た
時
に

は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

次
回
は
、
７
月
に
根
渡
、
８

月
に
池
振
・
衣
更
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。

郷
土
芸
能
を
継
承
～
田
子

神
楽
講
座
開
講
式
～

（
※
写
真
２
・
３
）

　
５
月
17
日
、
中
央
公
民
館
で

平
成
28
年
度
田
子
町
神
楽
講
座

の
開
講
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
町
教
育
委
員
会
と
田

子
神
楽
保
存
会
（
蹴
揚
清
見
会

長
）
の
主
催
に
よ
る
も
の
で
、

毎
年
多
く
の
受
講
生
が
保
存
会

指
導
の
も
と
練
習
を
し
て
い
ま

す
。
開
講
式
で
は
、
蹴
揚
会
長

が
「
４
５
０
年
の
歴
史
が
あ
る

田
子
神
楽
で
す
。
体
に
気
を
つ

け
て
練
習
に
励
ん
で
く
だ
さ
い
」

と
受
講
生
を
激
励
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
新
し
く
７
名
が
加

わ
り
50
名
が
受
講
し
て
い
ま

す
。
受
講
生
は
番
楽
や
笠
舞
、

傘
舞
、
盆
舞
、
お
囃
子
等
の
各

演
目
に
分
か
れ
て
、
保
存
会
技

芸
部
員
に
よ
る
指
導
の
も
と
、

10
月
に
行
わ
れ
る
成
果
発
表
会

に
向
け
て
練
習
に
励
ん
で
い
ま

す
。（
10
月
29
日
の
ひ
と
く
る

め
ゃ
文
化
祭
で
成
果
発
表
会
を

予
定
）

肌
で
感
じ
た
農
家
の
暮
ら

し
～
農
業
体
験
修
学
旅
行

～
（
※
写
真
４
・
５
）

　
５
月
22
日
～
24
日
ま
で
の
３

日
間
、
神
奈
川
県
横
須
賀
市
立

衣
笠
中
学
校
の
生
徒
38
名
が
、

農
業
体
験
修
学
旅
行
で
田
子
町

を
訪
れ
ま
し
た
。
生
徒
は
４
名

か
ら
５
名
の
班
に
分
か
れ
、
２

泊
３
日
の
日
程
で
町
内
各
農
家

へ
滞
在
し
、
枝
豆
の
苗
植
え
や

田
植
え
な
ど
の
農
作
業
を
体
験

し
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
行
わ
れ
た
離
村
式

で
は
、「
農
業
の
大
変
さ
を
理

解
で
き
て
良
い
経
験
に
な
っ

た
」「
食
べ
物
が
お
い
し
か
っ

た
」
な
ど
と
、
各
班
の
班
長
が

感
想
や
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま

し
た
。
数
々
の
思
い
出
を
残
し

た
３
日
間
を
過
ご
し
た
生
徒
た

ち
は
、
笑
顔
で
手
を
振
り
帰
路

に
つ
き
ま
し
た
。

長
年
の
功
績
を
讃
え
て
～

石
井
富
幸
さ
ん
が
瑞
宝
双

光
章
受
章
～
（
※
写
真
６
）

　

平
成
28
年
春
の
叙
勲
に
お
い

て
、
石
井
富
幸
さ
ん
（
原
）
が

瑞
宝
双
光
章
を
受
章
し
ま
し

た
。
石
井
さ
ん
は
昭
和
40
年
に

消
防
団
に
入
団
、
平
成
17
年
か

ら
の
５
年
間
は
消
防
団
長
と
し

て
積
極
的
に
職
務
に
あ
た
り
、

●
ト
ピ
ッ
ク
ス

（写真１）13名が集まった野月生活館
（写真２）扇の扱い方は難しいな

（写真４）にんにくの草取り作業（写真５）枝豆の苗植えを手伝ってくれました

（写真３）田子神楽に挑戦
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退
団
ま
で
の
46
年
間
、
町
消
防

団
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
ま

し
た
。
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ

今
回
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

◎
石
井
さ
ん
の
主
な
功
績

平
成
２
年　

青
森
県
知
事
よ
り

永
年
勤
続
功
労
章
授
与

平
成
14
年　

日
本
消
防
協
会
長

よ
り
功
績
章
授
与

平
成
14
年　

消
防
庁
長
官
よ
り

永
年
勤
続
功
労
章
授
与

平
成
16
年　

青
森
県
消
防
協
会

長
よ
り
有
功
章
授
与

平
成
16
年　

青
森
県
知
事
よ
り

功
労
章
授
与

第
46
回
田
子
町
ナ
イ
タ
ー

野
球
大
会
開
会
式

（
※
写
真
７
）

　
５
月
25
日
、
第
46
回
田
子
町

ナ
イ
タ
ー
野
球
大
会
が
開
幕
し

ま
し
た
。
田
子
中
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
行
わ
れ
た
開
会
式
で

は
、
昨
年
の
優
勝
チ
ー
ム
で
あ

る
阿
部
繁
孝
商
店
の
中
村
剛
選

手
が
「
け
が
の
な
い
よ
う
、
無

理
の
な
い
よ
う
全
力
で
プ
レ
ー

し
ま
す
」
と
選
手
を
代
表
し
て

力
強
く
宣
誓
し
ま
し
た
。
今
回

●
ト
ピ
ッ
ク
ス

は
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
と
同
日
に

開
催
さ
れ
、
開
会
式
に
参
加
し

た
各
チ
ー
ム
の
選
手
ら
は
、
チ

ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
参
加
の
規
定
で

あ
る
15
分
間
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー

ル
を
し
て
か
ら
試
合
に
挑
み
ま

し
た
。

　

な
お
、
試
合
は
９
月
中
旬
ま

で
の
予
定
で
行
わ
れ
、
全
４
チ

ー
ム
が
優
勝
を
目
指
し
て
リ
ー

グ
戦
を
行
い
ま
す
。
ま
た
代
表

２
チ
ー
ム
に
は
10
月
に
開
催
予

定
の
三
町
（
三
戸
町
、南
部
町
、

田
子
町
）
野
球
大
会
の
出
場
権

が
与
え
ら
れ
ま
す
。

欠
端
則
夫
さ
ん
に
家
畜
畜

産
物
衛
生
功
労
者
表
彰

（
※
写
真
８
）

　
５
月
25
日
、
八
戸
市
で
行
わ

れ
た
三
八
畜
産
衛
生
協
議
会
総

会
に
お
い
て
、
欠
端
則
夫
さ
ん

（
川
代
）
が
家
畜
畜
産
物
衛
生

功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。
欠
端
さ
ん
は
現
在
黒
毛
和

種
22
頭
の
繁
殖
牛
と
肥
育
牛
を

飼
養
し
て
お
り
、
特
に
地
域
の

特
性
を
活
か
し
た
放
牧
を
活
用

し
、
子
牛
の
生
産
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

ま
た
、肉
用
牛
経
営
の
傍
ら
、

川
代
牧
野
組
合
長
、
人
工
授
精

師
と
し
て
地
域
の
和
牛
改
良
と

優
良
子
牛
の
生
産
に
貢
献
し
て

い
る
こ
と
か
ら
今
回
の
受
賞
と

な
り
ま
し
た
。

田
子
小
学
校
で
田
植
え

（
※
写
真
９
）

　
５
月
25
日
、
田
子
小
学
校
５

年
生
が
田
植
え
を
体
験
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
総
合
的
な
学
習

の
時
間
の
一
環
と
し
て
毎
年
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

宇
藤
堅
一
さ
ん
（
宮
野
）
の

田
ん
ぼ
を
借
り
て
、
宇
藤
さ
ん

と
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
山

市
忠
男
会
長
）
の
方
々
に
教
わ

り
な
が
ら
、苗
を
植
え
ま
し
た
。

田
植
え
の
後
、
児
童
ら
は
「
田

ん
ぼ
の
感
触
が
気
持
ち
よ
か
っ

た
」「
稲
を
ま
っ
す
ぐ
植
え
る

の
が
難
し
か
っ
た
」
な
ど
と
感

想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

（
写
真
８
）
表
彰
さ
れ
た
欠
端
さ
ん

（写真７）中村選手による選手宣誓

（写真９）田子小学校の田植え

（写真６）受章された石井さん 
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心
も
体
も
た
く
ま
し
く

～
相
撲
教
室
開
講
式
～

（
※
写
真
10
）

　
５
月
30
日
、
中
央
公
民
館
で

平
成
28
年
度
の
相
撲
教
室
開
講

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

開
講
式
で
は
、
相
撲
協
会
の

山
﨑
一
義
会
長
が
「
チ
ャ
レ
ン

ジ
デ
ー
で
振
分
親
方
が
、
親
や

コ
ー
チ
の
言
っ
た
こ
と
を
聞
け

る
子
ど
も
は
強
く
な
る
と
言
っ

て
い
た
の
で
、
よ
く
聞
い
て
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
」と
激
励
し
、

山
本
晴
美
町
長
は
「
こ
れ
ま
で

の
大
会
で
優
勝
し
た
子
ど
も
た

ち
も
お
り
ま
す
。
相
撲
は
相
撲

が
強
く
な
る
だ
け
で
は
な
く
心

●
ト
ピ
ッ
ク
ス

が
強
く
な
り
ま
す
。
今
年
も
稽

古
を
い
っ
ぱ
い
し
て
、
良
い
成

績
を
収
め
て
く
だ
さ
い
」
と
あ

い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

相
撲
教
室
に
は
小
中
学
生
約

15
名
が
参
加
し
、
各
大
会
に
向

け
て
稽
古
を
し
て
い
ま
す
。
数

多
く
の
大
会
に
参
加
す
る
予
定

で
す
の
で
、
応
援
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

田
子
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

～
田
子
町
物
産
フ
ェ
ア
～

（
※
写
真
11
）

　
５
月
28
日
〜
29
日
、
八
戸
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
・
ラ
ピ

ア
で
第
７
回
田
子
町
物
産
フ
ェ

ア
が
行
わ
れ
ま
し
た
。今
回
は
、

肉
の
博
明
、
産
直
た
っ
こ
や
、

八
戸
農
協
田
子
直
売
部
会
、
大

健
木
工
が
出
店
し
、
野
菜
や
町

特
産
の
加
工
品
を
買
い
求
め
る

来
場
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
た
っ
こ
に
ん
に

く
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

た
っ
こ
王
子
が
応
援
に
駆
け
つ

け
、
買
い
物
客
や
子
ど
も
た
ち

に
風
船
を
配
り
、
一
緒
に
写
真

撮
影
を
し
て
ふ
れ
あ
い
、
物
産

フ
ェ
ア
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

（
写
真
11
）
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
た

　

物
産
フ
ェ
ア

（
写
真
10
）
開
講
式
で
紹
介
さ
れ
る

　

受
講
者

命の大切さを学ぶために
～人権啓発活動～
　５月中旬から下旬にかけて、町内各小
学校及び幼稚園で「人権の花運動」が行
われました。これは、花植えを通じて生
命の大切さを感じてもらうため、八戸人
権啓発活動地域ネットワーク協議会と町
の主催により毎年開催しているものです。
　今年度は、にんにくとべごまつりの会
場での啓発活動や、田子高校での講演会
などが開催される予定です。

田
子
小
学
校
２
年
生

上
郷
小
学
校
全
生
徒

清
水
頭
小
学
校
全
生
徒

田
子
幼
稚
園
全
園
児
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●
お
知
ら
せ

■  ご入学おめでとうございます
　（田子高等学校等入学祝い金支給事業）
　町では、県立田子高等学校支援の一環として、田子
高校等へ進学した生徒のいる世帯の経済的負担の軽減
を図るため、入学祝い金を支給しています。 平成28
年度からは、支給対象を町外在住の入学生にまで拡大
し、田子高校への進学を支援するための新規事業とし
ております。

●入学祝い金支給対象となった生徒
　平成28年度青森県立田子高等学校第1学年に新入学
した生徒（町外からの入学者含む）及び町内在住で特
別支援学校高等部（各種学校、諸施設も含む）に入学
した生徒

●平成28年度の入学祝い金の額
　・高等学校等入学時　　８万円
    28年度は、30名の生徒さんに支給しました。

●入学祝い金支給対象生徒  
◎下田子　鳥井本仁
◎七日市　佐野司篤
◎野々上　川村桃子、久保斗弥
◎西舘野　石橋凜、櫻川瀬那、杉沢健、  柳田大輝
◎上野　西村泉
◎細野　加藤悠未
◎上相米　内宮志保
◎根渡　坂下泉、坂下緑
◎上風張　簗田尚大
◎南側　堀川澪
◎中本町　野田龍平
◎下本町　小林美友
◎サンモール　白澤憲吾
◎原　白板颯希
◎道地　大石賢汰、上村哲太
◎遠瀬　大向浩輝
◎夏坂　日向啓貴、山﨑美佳
◎南部町　工藤秀人
　※ 個人の希望で掲載しない生徒さんの分　５名

■  国民年金保険料免除等の申請について
　保険料が納め忘れの状態で、万一、障害や死亡とい
った不慮の事態が発生すると、障害基礎年金や遺族基
礎年金が受けられない場合があります。
　経済的な理由等で国民年金保険料を納付することが
困難な場合には、保険料の納付が免除・猶予となる

「保険料免除制度」や「若年者 (30歳未満 ) 納付猶予制
度」がありますので、役場住民課窓口で申請の手続き
をしてください。
　平成28年度の免除等の受付は平成28年７月１日から
開始され、平成28年７月分から平成29年６月分までの
期間を対象として審査を行います。
　また、申請ができる過去期間については、申請書を
提出した日から２年１カ月前までになります。
　失業等により保険料を納付することが経済的に困難
になったものの、申請を忘れていたために未納期間を
有している方等は、八戸年金事務所または役場住民課
福祉グループへご相談ください。
▼申請・問い合わせ先
　八戸年金事務所 ☎０１７８−４３−７３６８
　役場住民課福祉グループ ☎２０−７１１９

■  就学援助制度について
　町では、小・中学校の児童生徒をもち、経済的にお
困りの家庭を対象に、学用品費や給食費の支払いを助
成する就学援助を行っております。
　認定にあたっては、課税・所得の状況、家庭の事情
等を審査し、必要に応じて民生委員の方から状況を伺
う場合もあります。
　詳細は、児童生徒が在学する小・中学校、または、
田子町教育委員会（田子町中央公民館内）にお問い合
わせください。

問町教育委員会教育課学務グループ ☎２０−７０７２

■  親子（未就園児）観劇会のご案内
　田子保育園では、等身大の人形劇の「劇団バク」を
迎えて、日本昔話「ふしぎな聞き耳ずきん」の観劇会
を開催します。希望する未就園児の親子は直接電話で
お申し込みください。
▼上演日　　７月19日（火）
▼上演場所　田子保育園ホール
▼上演時間　午後３時30分～４時30分　
▼観劇料　　無料
▼申込方法　田子保育園へ７月12日（火）までにお申
込みください。

問田子保育園　☎３２−２２２９

■  東京多摩交響楽団コンサート
▼日時　７月４日（月）18時開演（17時30分開場）
▼場所　タプコピアンプラザホール「全席自由」
▼入場料　大人2,000円　高校生以下1 , 0 0 0 円
　なお、町内に居住している高校生以下のお子さんは
入場無料です。どうぞ多数ご覧ください。
　夏の一夜、暑いサウンドで一緒に楽しみましょう。
◎チケットのお求め・お問い合わせは下記に
　お願いいたします。
問田子町教育委員会 ☎２０−７０７２

イベント
情報

イベント
情報
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●
お
知
ら
せ

■  三戸地区衛生センターからのお願い
　三戸地区衛生センター（し尿処理施設）では、例年
お盆前の７月中旬から８月初旬にかけて、し尿、浄化
槽汚泥の搬入量が非常に多くなります。今年も施設の
処理能力を上回る搬入量が予想されます。施設の安定
した処理を維持するため、処理能力の範囲内での受け
入れといたしますのでこの期間内にくみ取りを予定さ
れる方はお早めにくみ取り業者にご相談ください。

問三戸地区環境整備事務組合 ☎０１７８－７５－１４４９

■  三戸町地域職業相談室のご利用案内について
　「三戸町地域職業相談室」はハローワーク八戸が運
営しています。
　窓口で職業相談や職業紹介を受けることができるほ
か、求人システムで求人閲覧もできます。
　お仕事探しにぜひご利用ください。
◎雇用保険に関する業務は行っていません。
◎障害をお持ちの方・外国人の方・新規学校卒業予定

者は求人システムを利用しての求人閲覧はできます
が、職業相談・職業紹介はハローワーク八戸をご利
用ください。

◎地域職業相談室での職業相談・職業紹介・求人閲覧
は、雇用保険受給者の求職活動実績になります。た
だし、平成28年７月１日以降は求人閲覧について
は求職活動実績に該当しなくなりますので、ご注意
ください。

▼開庁日・開庁時間
◎月曜日～金曜日（土曜、日曜、祝日及び年末年始は

お休みとなります。）
◎午前９時〜午後５時15分（正午～午後１時は求人シ

ステムの利用のみとなります。）

問三戸町地域職業相談室（アップルドーム２F）
　〒039-0141三戸郡三戸町川守田元木平8-1
　☎２０−０２５５　FAX ２０−０２５６

●広報たっこでは、皆様からの情報提供をお待ちし
ています。紙面に掲載可能な行事などありましたら、
下記までご連絡ください。

役場政策推進課 ☎２０－７１２７

■  後期高齢者医療被保険者のみなさまへ
●「後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定

証」について
　「後期高齢者医療限度額適用・標
準負担額減額認定証」は、平成28年
７月31日が有効期限ですが、平成27
年中の所得状況等により、平成28年
度も引き続き認定される方には、新しい認定証（有効
期限は平成29年７月31日まで）が郵送されますので、
更新手続きの必要はありません。
　平成28年度住民税非課税世帯の方で、新たに認定証
の交付を希望する方は、後期高齢者医療被保険者証と
印鑑を持参の上、手続きしてください。
▼申請・問い合わせ先
　役場住民課福祉グループ ☎２０−７１１９

■  家族介護支援金支給事業のお知らせ
　この事業は、在宅で高齢者を日常的に介護している
ご家族に対して、労をねぎらい、在宅介護を支援 ･ 奨
励するため、介護支援金を支給するものです。

▼事業の対象者　下記すべての要件に該当
 ・在宅高齢者の要件

（１）田子町内に住所があり、３カ月
以上居住している者

（２）介護保険の認定が要介護３以上
で介護保険料を滞納していない者

（※ 初めて認定を受けた者は認定を
受けた月を含み３カ月以上経過した
者とする )

（３）１カ月に15日以上（28日の月は14日以上）入院、
施設入所及び短期入所していない者

（４）住民税非課税で生活保護及び特別障害者手当を
受給していない者

▼支給額　在宅高齢者１人につき、月額 2 , 5 0 0 円

▼申請方法
　申請する時期は毎年３回あり、下記の通りとなって
います。対象になると思われる方へは申請書を送付い
たしますので、同封する記入例をご覧になり、申請期
間内に提出してください。

在宅介護期間 申請期間 支給予定

第１回目 ４月～７月分 ７月27日
～８月９日まで ８月下旬

第２回目 ８月～11月分 11月28日
～12月９日まで 12月下旬

第３回目 12月～３月分 ３月27日
～４月７日まで ４月下旬

▼申込み ･ 問い合わせ先
　役場健康増進課介護支援グループ（せせらぎの郷）
　☎２０－７１００
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公民館情報
■行事等に関するお問い合わせは、田子町教育委員会スポーツ・社会教育グループ（☎２０－７０７０）
　または上郷公民館（☎３３−１８１１）までお願いします。

【町民プール開き】のお知らせ
　町民プールをオープンします。みなさん田子の夏
をプールで満喫しましょう。
　水泳は全身を使い、健康づくりに最適な運動です。
プール利用注意事項などのルールを守り、水泳・水
中歩行など安全に楽しみましょう。
●プール開き
▽と　き　７月９日（土）午前10時～
　　　　　入場料無料
　※ 悪天候の時は、中止となる場合もあります。
☆一般開放は、次のとおりになります。
▽開放期間　７月９日（土）～８月２８日（日）
▽開放時間　午前９時３０分～１１時３０分
　　　　　　午後１時００分～　４時３０分
▽入場料　　児童・生徒 ･･･ 無料
　　　　　　一　般 ･･････ １００円（１回）
※小学校３年生以下の児童は、保護者等おとなの同
伴者が必要です。
※ 営業確認は、入口の旗を見て確認してください。
　白旗 ･･･ 営業　　赤旗 ･･･ 閉鎖

●水泳教室開催について
　水に顔をつけるのが怖い・もっと上手に泳げるよ
うになりたいと思っているみなさん、水泳専門の先
生から教わり、レベルアップをめざしましょう。
▽と　き　８月３日（水）～５日（金）３日間
　　　　　午後１時30分～３時30分
▽ところ　田子町民プール
▽参加対象　小学校４年生～６年生
▽参加料　無料
▽講　師　専門の方が指導にあたります。
　※ 詳細等については、後日お知らせします。
　
【キャンピングワールド2016】のお知らせ
　今年の開催場所は、新郷村間木ノ平グリーンパー
ク内のキャンプ場です。
　大勢の参加お待ちしています。
▽期　　日　７月22日（金）～７月24日（日）
▽参加対象　小学校４年生～中学校３年生
　※ 詳細等については、後日お知らせします。

新発見町内健康ウォーキング2016
　町内の各地域《７つのルート》をめぐる「第４回」
のお知らせ
▽期　　日　７月31日（日）
▽ルート名　かっちかちルート
　※ コースは当日発表します！想像してみてね。

　　　　　　はっするコース：10.0km
　　　　　　おきがるコース：5.0km
▽集合場所　中央公民館（午前８時40分までに）
▽受　付　期間内は随時参加受付します。
　　　　　新規で申し込む方は、開催日６日前まで
　　　　　にお申し込みください。

●田子神楽講座
▽と　き　７月８日（金）・22日（金）
　　　　　午後７時～８時30分
▽ところ　中央公民館　ホール、和室
▽対　象　小、中学生及び高校生

●ヨガ健康講座
▽と　き　７月14日（木）・28日（木）午後７時～
▽ところ　中央公民館　和室
▽持ち物　ヨガマットまたは大判バスタオル、フェ
　　　　　イスタオル

●いけばな講座
▽と　き　７月16日（土）
　　　　　午後６時30分～８時30分
▽ところ　中央公民館 研修室
▽参加費　1,000円程度（花材料代）
▽持ち物  花鋏・カッター等

『いけばな講座習作展』を開催します
◎と　き　７月17日（日）・18日（月）
◎ところ　中央公民館 研修室　
　※ ご来場をお待ちしております。

●水曜わんぱく塾
▽と　き　７月20日（水） 午後３時30分～
▽ところ　上郷公民館　
▽内　容  オリジナル作品作り 

●フラワーアレンジメント講座
▽と　き　６月28日（火）午後７時～９時
▽ところ　上郷公民館　研修室
▽内　容　涼の花

※新規の講座情報は、そのつどＴＣＶデータ放送や
　チラシ等でお知らせします。

みんなでチャレンジ
公民館講座のお知らせ

第２回　５月29日おぐにまきばルートの写真です
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●まちづくり
▽ series 田園回帰１／田園回帰１

％戦略／地元に人と仕事を取り
戻す／318シ

▽和の国富論／藻谷浩介／332モ

●手芸、料理
▽エコアンダリアで編む夏の帽子

とかごバッグ／594エ
▽ノンシュガー＆ノンオイルで作

るアイスクリーム、シャーベッ
ト／596イ

▽やせぐせがつく野菜の常備菜／
庄司いずみ／596シ

▽おいしい自家製おつけもの／
596フ

●歴史・時代小説
▽死の舞／新・古着屋総兵衛12 ／

佐伯泰英／913サ
▽仇討ちの朝／口入屋用心棒６／鈴

木英治／913ス
▽野良犬の夏／口入屋用心棒７／鈴

木英治／913ス
▽五分の魂／風の市兵衛８／辻堂魁

／913ツ
▽秋霜／葉室麟／913ハ
▽若様とロマン／畠中恵／913ハ

●ミステリー・警察小説など
▽防諜捜査／今野敏／913コ
▽高山本線の昼と夜／西村京太郎

／913ニ
▽硝子の太陽 Rouge ／誉田哲也／

913ホ
▽硝子の太陽 Noir ／誉田哲也／

913ホ
▽ポイズンドーター・ホーリーマ

ザー／湊かなえ／913ミ

●そのほかの小説など
▽書店ガール２／碧野圭／913ア
▽ツバキ文具店／小川糸／913オ
▽向田理髪店／奥田英朗／913オ
▽大きな鳥にさらわれないよう／

川上弘美／913カ
▽ザ・ロング・アンド・ワインデ

ィング・ロード／東京バンドワ
ゴン11 ／小路幸也／913シ

▽求愛／瀬戸内寂聴／913セ
▽エミリの小さな包丁／森沢明夫

／913モ

●伝記、エッセイ
▽田中角栄100の言葉／289タ
▽黄色いマンション黒い猫／小泉

今日子／767コ

図書館情報
「青森県立図書館の本」あります

▼一般向け行事
◎古雑誌・古本お持ち帰りコーナー
▽期間　７／23（土）から本がなく

なり次第終了
▽対象
　中学生以上で貸出券をお持ちの方
▽内容　図書館で購入後１年が経過

した雑誌、除籍された古本などを
決められた数だけ差し上げます。

▼子ども向け行事
◎第52回読書マラソン
▽期間　７／22（金）〜８／３（水）

の８日間
▽対象
　小学生以下の子どもたち
▽内容　期間内に何冊の本を借りて

読むことができるか、自分の記録
に挑戦します。

●夏休み図書館行事案内

田子幼稚園図書館見学（左写真）、親子ふれあい講座～夏休みは図書館に来てね

図書館おやすみカレンダー

図書館の開館時間
　水〜土 午前10時〜午後６時
　日曜日 午前10時〜午後４時
図書館休館日

毎週月曜日・火曜日・祝日・
第４木曜日（館内整理日）

7月の図書館行事
▼７／10（日）午前10時30分
　本の読みきかせととしょかんクラブ
　おりがみで「ふきこま」を作ろう
▼７／20（水）午前10時～
　赤ちゃん絵本の紹介／せせらぎの郷
▼７／22（金）～８／３（水）
　読書マラソン
▼７／23（土）午前10時30分
　本の読みきかせととしょかんクラブ
　おりがみで「くわがた」を作ろう
▼７／23（土）～
　古雑誌 ･ 古本お持ち帰りコーナー

▼色の濃い日が休館日です。

田子町立図書館 ☎２０‐７２２１

　図書館では青森県立図書館から年
間約800冊の本を借り受け「青森県

立図書館の本コ
ーナー」を設置
し、皆さんに貸
出しています。
内容は子ども向
けの本、社会・
料理・健康に関
する本、小説・

エッセイ等で、年に３、４回交換し
ています。どうぞ「青森県立図書館
の本コーナー」をご利用ください。

●青森県立図書館の本コーナー
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誕生

●橋本紘
こうのすけ

之介（桂州・美沙子）／サンモール
●袖村旭

あさひ

輝（征志・静香）／袖平
※（　）内はご両親、“／”のあとは行政区です

結婚
●中村洋康（下本町）
　山﨑里央（長坂）

お悔やみ
●山本義男（88歳）川向
●伊藤幸太郎（75歳）野々上
●村木ふじゑ（82歳）七日市
● 田長作（95歳）石亀
●佐野イヲ（93歳）サンモール
●佐藤京子（73歳）杉本
※（　）内は享年、（　）のあとは行政区です

町
の
人
口

平
成
28
年
５
月
31
日
現
在

世帯数／2230（−２）
人口／5891（−10）
男／2831（± ０）
女／3060（−10）

（　）内は前月比です

情報スクランブル　

■
消
防
署
コ
ー
ナ
ー

●
水
の
事
故
を
防
ご
う

　

水
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
次

の
こ
と
に
注
意
し
、
楽
し
い
夏

を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

「
プ
ー
ル
や
海
水
浴
場
で
は
」

○
泳
ぐ
前
に
必
ず
準
備
運
動
を

す
る
。

○
悪
ふ
ざ
け
は
絶
対
に
し
な
い
。

○
休
憩
時
間
を
守
る
。

○
体
調
が
優
れ
な
い
時
は
無
理

を
し
な
い
。

「
家
庭
で
は
」

○
水
の
入
っ
て
い
る
風
呂
や
洗

濯
機
、
池
、
井
戸
、
用
水
路
な

ど
に
子
ど
も
を
近
づ
け
な
い
。

○
遊
ん
だ
後
の
ビ
ニ
ー
ル
プ
ー

ル
は
水
を
抜
く
。

「
釣
り
に
行
っ
た
と
き
は
」

○
海
や
川
に
行
っ
た
時
は
、
足

場
に
注
意
し
、
救
命
胴
衣
を
身

に
付
け
る
。

○
立
入
禁
止
区
域
に
は
絶
対
入

ら
な
い
。

○
川
の
水
が
濁
っ
た
り
、
上
流

の
方
に
真
っ
黒
な
雨
雲
が
か
か

っ
て
い
た
ら
、
急
激
な
水
位
上

昇
に
注
意
し
避
難
す
る
。

▼
三
戸
消
防
署　

田
子
分
署

☎
32
‐
３
１
０
４

■
警
察
署
コ
ー
ナ
ー

●
ニ
ン
ニ
ク
の
盗
難
防
止
に
注

意
し
よ
う
！

　

田
子
町
特
産
の
ニ
ン
ニ
ク

は
、
田
子
ブ
ラ
ン
ド
ニ
ン
ニ
ク

と
し
て
各
方
面
か
ら
高
い
評
価

を
受
け
て
い
ま
す
。

　

ニ
ン
ニ
ク
の
盗
難
防
止
に

は
、
駐
在
所
や
防
犯
指
導
隊
な

ど
防
犯
関
係
者
も
巡
回
し
ま
す

が
、
生
産
者
の
み
な
さ
ん
に
お

い
て
も

○
仲
間
や
地
域
が
連
携
し
園
地

の
見
回
り
を
す
る
。

○
園
地
や
保
管
場
所
へ
侵
入
防

止
ロ
ー
プ
や
柵
を
設
置
す
る
。

○
で
き
た
ら
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト

を
設
置
す
る
。

○
野
積
み
を
し
な
い
。

な
ど
の
防
犯
対
策
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

ド
ロ
ボ
ー
な
ど
悪
い
こ
と
を

考
え
て
い
る
人
は
、
物
陰
や
公

園
、
路
地
な
ど
で
車
に
乗
っ
た

ま
ま
時
間
を
待
つ
こ
と
が
多
い

そ
う
で
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
も
普
段
か
ら

防
犯
対
策
と
し
て
、
見
慣
れ
な

い
車
両
を
見
た
ら
車
の
ナ
ン
バ

ー
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。

▼
三
戸
警
察
署

　

田
子
警
察
官
駐
在
所

☎
32
‐
３
１
０
９

1
（金）

認知症予防教室（せせらぎの郷）
午後1:30〜3:30
生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00〜午後2:00

3
（日）

介護職員初任者研修（せせらぎの郷）
午前9:00〜午後5:05

4
（月）

生きがい倶楽部（せせらぎの郷）
午前10:00〜午後2:00

7
（木）

血圧を下げる教室（せせらぎの郷）
午前10:00〜午後1:00

8
（金）

　
　

認知症予防教室（せせらぎの郷）
午後1:30〜3:30
生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00〜午後2:00

11
（月）

生きがい倶楽部（せせらぎの郷）
午前10:00〜午後2:00

12
（火）

思春期教室（中３）（田子中学校）
午後1:35〜2:25

13
（水）

個別接種（せせらぎの郷）
午前10:00〜10:30

14
（木）

デイケア（せせらぎの郷）
午前9:30〜午後1:00

15
（金）

　
　

認知症予防教室（せせらぎの郷）
午後1:30〜3:30
生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00〜午後2:00

17
（日）

介護職員初任者研修（せせらぎの郷）
午前9:30〜午後5:05

22
（金）

　
　

認知症予防教室（せせらぎの郷）
午後1:30〜3:30
生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00〜午後2:00

24
（日）

介護職員初任者研修（せせらぎの郷）
午前9:30〜午後5:05

25
（月）

生きがい倶楽部（せせらぎの郷）
午前10:00〜午後2:00

26
（火）

保健推進員学習会（せせらぎの郷）
午後3:30〜4:30

27
（水）

個別接種（せせらぎの郷）
午前10:00〜10:30
日本脳炎予防接種（せせらぎの郷）
午後1:00〜2:00

28
（木）

デイケア（せせらぎの郷）
午前9:30〜午後1:00

29
（金）

　
　

認知症予防教室（せせらぎの郷）
午後1:30〜3:30
生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00〜午後2:00

31
（日）

介護職員初任者研修（せせらぎの郷）
午前9:30〜午後5:05

７月の主な保健・介護予防事業予定表

TCV（田子町ケーブルテレビジョン）からのお知らせ　　

◎サポートセンター（月曜〜金曜　午前９時〜午後５時）
　☎０１２０−５５７−７５９（祝日を除く）
　加入の申込・変更・廃止、ケーブルの移設などの際にご連絡ください。
◎故障受付（24時間）　☎０１２０−２６２−７５０
　テレビが映らない、などの故障時にご連絡ください。

健康・介護に関するご相談は
せせらぎの郷へ ☎20-7100
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●
絵
本
好
き
の
子
に
向
け
て

　

絵
本
好
き
の
子
ど
も
に
な
っ

て
ほ
し
い
と
の
思
い
か
ら
、
保

育
園
で
利
用
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
図

書
館
の
絵
本
を
、
家

庭
へ
の
貸
出
許
可
を

い
た
だ
き
２
年
が
過

ぎ
ま
し
た
。

　

降
園
時
、
毎
日
の

よ
う
に
「
ど
の
本
に

し
よ
う
か
な
？　

こ

の
本
は
先
生
が
読
ん

で
く
れ
た
の
で
、
お

母
さ
ん
ま
た
読
ん
で

! !
」
と
借
り
て
帰
る

子
ど
も
た
ち
。「
マ
マ

こ
れ
に
す
る
」「
昨

日
借
り
た
か
ら
別
の

本
に
し
た
ら
？
」「
ん

ー
、
や
っ
ぱ
り
同
じ

の
に
す
る
」
と
い
う

会
話
も
聞
か
れ
ま

す
。

　

ま
た
、
家
庭
に
帰

っ
て
父
母
だ
け
で
は

な
く
、
祖
父
母
、
兄

姉
か
ら
読
ん
で
も
ら

っ
た
と
い
う
子
ど
も
た
ち
も
い

ま
し
た
。
子
ど
も
は
同
じ
本
が

大
好
き
で
す
。
同
じ
絵
本
を
繰

り
返
し
読
ん
で
あ
げ
る
こ
と

で
、
絵
本
体
験
と
生
活
体
験
が

結
び
つ
き
、
言
葉
遊
び
や
ご
っ

こ
遊
び
が
生
ま
れ
、
聞
く
力
・

考
え
る
力
・
感
じ

る
力
が
育
つ
と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、「
遅
く
ま

で
起
き
て
い
た
子

が
、
絵
本
を
読
ん

で
あ
げ
る
と
言
う

と
、
す
ん
な
り
布

団
に
入
り
眠
る
よ

う
に
な
っ
た
」
と

い
う
う
れ
し
い
お

話
も
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
大

人
向
け
の
本
も
貸

出
可
能
に
な
り
、

お
母
さ
ん
方
に
も

楽
し
ん
で
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
親

子
で
選
ん
で
い
る

姿
は
何
と
も
微
笑

ま
し
く
感
じ
る
こ

の
頃
で
す
。
そ
し

て
、
上
郷
保
育
園

の
子
ど
も
た
ち
は

確
実
に
絵
本
が
大
好
き
に
な
っ

て
い
る
こ
と
を
と
っ
て
も
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。

（
原
稿
・
画
像
提
供　

上
郷
保
育
園
）

編
集
後
記

　

５
月
25
日
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
で
し

た
。
町
内
の
各
地
域
で
朝
早
く
か
ら
ラ
ジ

オ
体
操
、
集
落
の
花
植
、
清
掃
作
業
等

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
で
忙
し
か
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
は
大
相
撲
の
振
分
親
方
（
元
小
結

高
見
盛
、
板
柳
町
出
身
）
を
招
い
て
の
相

撲
体
操
が
行
わ
れ
、
体
操
の
後
に
は
子
ど

も
た
ち
か
ら
「
脇
が
甘
い
と
き
は
ど
う
す

れ
ば
よ
い
か
」
な
ど
質
問
も
あ
り
、
こ
れ

か
ら
の
稽
古
に
役
立
つ
こ
と
で
し
ょ
う
。

楽
し
み
で
す
ね
。

　

５
・
６
月
に
は
町
内
の
幼
稚
園
・
小
学

校･

中
学
校
の
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
年
は
天
気
に
恵
ま
れ
、
さ
わ
や
か

な
風
を
受
け
て
新
入
生
も
先
輩
に
負
け
じ

と
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
本
格
的
な
夏
が
や
っ
て
き
ま

す
。
こ
ま
め
に
水
分
・
塩
分
を
補
給
し
、

体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
と
感
じ
た
と
き
は
、

す
ぐ
に
涼
し
い
場
所
で
休
憩
を
と
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
（
広
報
担
当　

け
あ
げ
）

学
校
の
話
題
　
上
郷
保
育
園

　情報スクランブル

店
番
の
よ
う
な
客
居
て
苗
木
市 

や
な
た
翠
芳
（
孝
芳
）

庭
の
木
の
解
ら
ぬ
樹
齢
や
梅
の
花 

原
　
瓢
子
（
徳
造
）

降
る
た
び
に
色
増
す
命
若
葉
雨 

森
き
よ
し
（
清
）

日
当
た
り
の
草
蹴
る
牛
や
牧
開 

川
村
キ
ヱ

直
角
に
曲
が
る
木
道
夏
来
た
る 

堀
　
つ
や
子

初
夏
や
野
菜
ケ
ー
キ
の
本
開
く 

山
本
一
枝
子

田
を
捨
て
し
者
に
も
田
打
桜
か
な 

中
村
麿
也
（
忠
充
）

晴
々
と
揃
ふ
植
田
と
な
り
に
け
り 

原
　
秋
月
（
菊
次
郎
）

軋
み
つ
つ
廻
る
矢
車
大
藁
家 

佐
藤
桂
水
（
善
太
郎
）

タプコピアン文芸
みろく吟社（会長　簗田孝芳）

俳
句
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広
報
た
っ
こ
２
０
１
６
年
７
月
号
（
平
成
28
年
６
月
22
日
発
行
）
通
算
第
６
８
０
号 

発
行
・
編
集
＝
田
子
町　

青
森
県
三
戸
郡
田
子
町
大
字
田
子
字
天
神
堂
平
81

電
話

 0
1
7
9
-3

2
-3

1
1
1（

代
表

）　
FA

X
 0

1
7
9
-3

2
-4

2
9
4

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

 http://w
w

w
.to

w
n.takko.lg

.jp/　
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

 takko
-info

@
to

w
n.takko.lg

.jp
［

制
作

印
刷

］
有

限
会

社
 赤

坂
コ

ピ
ー

ラ
イ

ツ
ジ

ム
はじめてのハッピーバースデイ
平成27年６月に生まれた満１歳のお友だちです。

●山本莉
り こ

心ちゃん
Ｈ27.6.8

（根渡・女の子）
おてんばの莉心ちゃん
誕生日おめでとう！　
お兄ちゃんに負けない
ようにたくさん遊ぼう
ね！

●山市悠
ゆ う ま

真ちゃん
Ｈ27.6.11

（干草場・男の子）
１歳おめでとう。
明るく元気な男の子に
育ってね。

◎趣味や特技は？
高校まではサッカーを、大学で
は競技スキーをしていました。
今年の冬は229スキーランド
に足を運びたいと思います。

◎田子町で感じることは
自然が豊かで、町民のみなさ
んが優しいことです。また、
子どもたちが元気にあいさつ
をしてくれるところが好きで
す。

◎将来の夢や目標
三戸警察署田子駐在所で様々
な経験を積み、みなさんに頼
りにされる警察官を目指しま
す。

◎町への要望
戸締まりや安全運転に気をつ
け、事件・事故にあわないよ
うにしましょう。

◎ひと言
安心・安全な町づくりのた
め、一緒に頑張りましょう。

町のみなさんこんにちは

●名前：木村 友亮 23歳
　　　 （きむら　ゆうすけ）
●出身地：  五所川原市
●お住まい： 三戸町
●お勤め先：
　三戸警察署　田子駐在所

　ヴァンラーレ八戸のホームゲームを応
援しに行ってきたよ！　試合前やハーフ
タイムには、たくさんのサポーターと一
緒に盛りあがって、試合もヴァンラーレ
八戸が勝ちました v(^_^)v　みんなもヴ
ァンラーレ八戸を応援してね♪

（文  たっこ王子）

頑張れ！ ヴァンラーレ八戸

GTSEP来町のお知らせ
　今年も７月１日から６日まで、アメ
リカ・ギルロイ市の高校生８名が研修
のため来町します。今回は、２年前ま
で国際交流推進員として活躍していま
したメケーラさんも引率教員として訪
れます。ギルロイ市高校生の皆さんを
見かけたら、ぜひ声をかけてあげてく
ださい。

●田子中学校（実習期間：５月31日～６月23日）

新
に い だ

井田 早
さ き

希 さん（22歳、向山）
弘前大学人文学部４年

①生徒たちが、元気であいさつがしっか
りとできているなと感じました。

②小さい町なので、人とのつながりが強く、助け合いながら生活
できること。また、とにかく町民の方が温かいことです。

③一番初めの英語の実践授業です。緊張と不安で手を震わせなが
ら授業をしたことです。人生で初めての経験でした。

④将来は英語の教員になり、今まで受けてきた恩を次の世代の子
どもたちに返していけたらと思います。

⑤「教えること」の難しさを毎日感じながら授業をしています。
それと同時に、やりがいを感じることも増えてきました。毎日
失敗ばかりですが、ひとつずつクリアしていけたらと思います。

がんばれ！  田子町出身の若者たち☆
教育実習生の紹介

①実習先の印象　②町外で暮らして感じる田子町の良いところ
③実習校での印象深い出来事　④将来の目標　⑤実習をしてみての感想


